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(57)【要約】
　サーバであって、超音波マシンの動作に基づく少なく
とも１つのデータレコードを含む少なくとも１つのデー
タログを、少なくとも１つの超音波マシンから受信する
ように構成されたトランシーバと、前記少なくとも１つ
の超音波マシンから受信した少なくとも１つのデータロ
グを、前記少なくとも１つのデータログをデータベース
に格納する前に処理するように構成されたレコード解析
部と、前記少なくとも１つのデータログを分析して、前
記少なくとも１つの超音波マシンに関連する少なくとも
１つのメトリックを決定するように構成されたレコード
分析部と、前記少なくとも１つのメトリックの利用／課
金モデルへの適用に基づいて、クライアントのレポート
を生成するように構成されたレポート生成部とを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波マシンの動作に基づく少なくとも１つのデータレコードを含む少なくとも１つの
データログを、少なくとも１つの超音波マシンから受信するように構成されたトランシー
バと、
　前記少なくとも１つの超音波マシンから受信した少なくとも１つのデータログを、前記
少なくとも１つのデータログをデータベースに格納する前に処理するように構成されたレ
コード解析部と、
　前記少なくとも１つのデータログを分析して、前記少なくとも１つの超音波マシンに関
連する少なくとも１つのメトリックを決定するように構成されたレコード分析部と、
　前記少なくとも１つのメトリックの利用／課金モデルへの適用に基づいて、クライアン
トのレポートを生成するように構成されたレポート生成部とを含むサーバ。
【請求項２】
　前記レポート生成部は、前記少なくとも１つのメトリックの前記課金モデルへの適用に
基づいて、クライアントの課金レポートを生成するように構成された課金レポート生成部
を含む、請求項１に記載のサーバ。
【請求項３】
　前記課金モデルはペイパーユース課金モデルである、請求項２に記載のサーバ。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのメトリックの課金モデルへの適用に基づいてクライアントの課金
レポートを生成するように構成された課金レポートは、
　契約の長さにわたる固定料率、
　初期価格と、技術及び／又はパーツの経年劣化による超音波マシンの推定減価とに基づ
く料金、
　平均時間及びスキャン回数の組み合わせに基づく料金、
　患者のボリュームに基づく料金、
　超音波スキャンの国定返還率の料金割合、
　カスタマにチャージされるコストの割合、
　固定料率で毎月の前払い時間数に基づき、余分な時間に追加コストがかかる料金、
　処置で使われる消耗品のコストに基づく料金、
　氏名が記された超音波検査者に基づく料金、
　氏名が記された医師に基づく料金、
　時間料率に基づく料金、
　使用される各トランスデューサの料金、
　使用される超音波マシンの各プリセットの料金、
　超音波マシンがパワーオンされる時に基づく料金、
　超音波マシンが患者スタディに用いられることに基づく料金、
　超音波マシンの使用効率に基づく料金、
　超音波マシンにより実行される各スタディの数、タイプ、及び／又は長さに基づく料金
、
　スキャンが必要な部門のタイプに基づく料金、
　超音波マシンのロケーションに基づく料金、
　超音波マシンのインターネットアドレスに基づく料金、
　時刻に基づく料金、及び
　曜日に基づく料金、
　のうち少なくとも１つに基づいて前記課金レポートを生成するように構成された、
請求項２に記載のサーバ。
【請求項５】
　クライアントからの少なくとも１つの要求を受信するように構成された要求決定部をさ
らに含み、前記要求は、
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　レポートタイプ識別子、
　利用／課金モデル識別子、
　データログサブセット識別子、
　クライアント識別子、
　クライアント組織識別子、及び
　クライアントロケーション識別子、
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のサーバ。
【請求項６】
　前記要求は利用／課金モデル識別子を含み、前記レポート生成部は、さらに、前記少な
くとも１つのメトリックの、前記利用／課金モデル識別子に関連する利用／課金モデルへ
の適用に基づき、レポートを生成するように構成された、請求項５に記載のサーバ。
【請求項７】
　前記要求は、クライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケー
ション識別子のうちの少なくとも１つを含み、
　前記レポート生成部は、さらに、前記少なくとも１つのメトリックの、クライアント識
別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケーション識別子のうち少なくとも
１つに関連する利用／課金モデルへの適用に基づいて、レポートを生成するように構成さ
れている、
請求項５に記載のサーバ。
【請求項８】
　前記要求は、クライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケー
ション識別子のうちの少なくとも１つを含み、
　前記レコード分析部は、さらに、前記少なくとも１つのデータログを分析して、クライ
アント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケーション識別子のうち少
なくとも１つに関連する少なくとも１つのメトリックを決定するように構成された、
請求項３ないし７いずれか一項に記載のサーバ。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのメトリックをモニタするように構成されたモニタをさらに含み、
前記レポート生成部は、モニタされた前記少なくとも１つのメトリックに基づいて、クラ
イアントのレポートを生成するように構成された、
請求項３ないし８いずれか一項に記載のサーバ。
【請求項１０】
　前記レポート生成部は、さらに、ワークフロー命令を生成し、前記少なくとも１つの超
音波マシンに関連する利用又はワークフローを最適化することを試みる、
請求項１ないし９いずれか一項に記載のサーバ。
【請求項１１】
　サーバを提供する方法であって、
　超音波マシンの動作に基づく少なくとも１つのデータレコードを含む少なくとも１つの
データログを、少なくとも１つの超音波マシンから受信するステップと、
　前記少なくとも１つの超音波マシンから受信した前記少なくとも１つのデータログを処
理するステップと、
　前記少なくとも１つのデータログをデータベースに格納するステップと、
　前記少なくとも１つのデータログを分析して、前記少なくとも１つの超音波マシンに関
連する少なくとも１つのメトリックを決定するステップと、
　前記少なくとも１つのメトリックの利用／課金モデルへの適用に基づいて、クライアン
トのレポートを生成するステップと
を含む方法。
【請求項１２】
　レポートを生成するステップは、前記少なくとも１つのメトリックの前記課金モデルへ
の適用に基づき、クライアントの課金レポートを生成するステップを含む、請求項１１に
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記載の方法。
【請求項１３】
　前記課金モデルはペイパーユース課金モデルである、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのメトリックをモニタするステップをさらに含み、クライアントの
レポートを生成するステップは、モニタされた前記少なくとも１つのメトリックに基づい
て、クライアントのレポートを生成するステップをさらに含む、請求項１１乃至１３いず
れか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのメトリックの利用／課金モデルへの適用に基づいてクライアント
のレポートを生成するステップは、さらに、ワークフロー命令を生成して、前記少なくと
も１つの超音波マシンに関連する利用又はワークフローを最適化することを試みるステッ
プを含む、請求項１１乃至１４いずれか一項に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、超音波源管理システムに関し、限定ではないが特にコスト関連の超音波源
管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　診断ソノグラフィ（超音波ソノグラフィ）は、可能性のある病変を探して腱、筋肉、関
節、血管、及び内部器官を含む皮下身体構造を可視化するのに使われる、超音波ベースの
診断イメージング手法である。
【０００３】
　超音波画像（ソノグラム）は、超音波マシンの一部である超音波トランスデューサ（プ
ローブ）を用いて、超音波のパルスを組織に送ることにより生成される。サウンドが組織
の一部により反射されエコーとなり、そのエコーが記録され、一般的には超音波マシンの
さらに別の一部によりオペレータに画像として表示される。
【０００４】
　医療用イメージングの他の顕著な方法と比較して、超音波マシンにより実行される超音
波ソノグラフィは複数の利点を有する。（取得又は処理遅延の後ではなく）リアルタイム
で画像を供給する。さらに、超音波マシンは一般的にポータブルであり、病気の患者のベ
ッドサイドに持って行くことができる。また、超音波マシンは一般的に他の診断マシンよ
りもコストが大幅に低い。
【０００５】
　超音波マシンは、３０，０００－２００，０００ユーロの広い範囲のプライスポイント
で入手可能である。超音波マシンはさらに消耗品や周辺装置を利用する。
【０００６】
　超音波マシンは、比較的安価な診断ツールであると見なされているので、その数が多く
モビリティが高いため、動作中の超音波マシンが効率的かつコストエフェクティブに使用
されているかの判断に関する問題が生じる。同様に、超音波マシンを必要とする、異なる
多くの企業は、より効率的に使用を制御するために、超音波マシンの異なるペイパーユー
ス（ｐａｙ－ｐｅｒ－ｕｓｅ）モデルを要求し得る。例えば、幾つかの超音波マシン（例
えば、ＵＫナショナルヘルスサービス病院で稼働中のもの）は、ほぼ連続的に使われてお
り、一方、他のマシン（例えば、個人病院で可動するもの）は、控えめに使われており、
より効率的に管理することができる。同様に、一般開業医（ＧＰ）や研究病院などのＡｎ
ｙ　Ｑｕａｌｉｆｙｉｎｇ　Ｐｒｏｖｉｄｅｒ（ＡＱＰ）のような新しい企業であって、
超音波マシンを稼働させれば利益となるが、それを購入するのに必要な資本はなく、購入
するのに必要な資本があってもどんなマシンでも効率的かつコスト有効的に稼働させる（
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例えば、超音波マシンを買えてもその支払い方法を異ならせる）必要があるものもある。
【０００７】
　超音波マシンの様々なオペレータ使用パターンは異なるので、その利用最適化方法も異
なる。さらにまた、超音波マシンがペイパーユース（ｐａｙ－ｐｅｒ－ｕｓｅ）またはリ
ソースオペレーションコスト（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ｃｏｓｔ）ベー
スで運用されている場合、ペイパーユースまたはリソースオペレーションコストのモデル
や方法も異なる必要がある。利用またはコストオペレーションをより効率的にできる態様
において、超音波マシンワークフローを改善し、利益を増大し、資本設備コストに関連す
るリスクを低減し、製品の望ましさを向上することができる。
【０００８】
　例えば、より多くの一般開業医が、自分の患者に、妊娠、胸部及び腹部スキャンなどの
場合に、超音波サービスを提供することを欲しており、そのためＡＱＰを用いてかかるサ
ービスを提供している。これらのＡＱＰは、スキャンごとに課金するシングルエージェン
ト（ｓｉｎｇｌｅ　ａｇｅｎｔｓ）またはグループであり得る。しかし、これらの組織の
セットアップ（機器、設備、部屋、予約システムなど）のコストは高い。そのため、超音
波マシンを効率的に利用でき、及び／又はコストが払戻率にリンクしている場合、ペイパ
ーユースモデルはＡＱＰにとって非常に魅力的なオプションとなる。ＡＱＰモデルは、民
間部門のビジネスニーズに相当し、それゆえ他の国では公衆衛生より民間医療があるので
、グローバルマーケットに適用可能である。
【０００９】
　フィリップスＭｅｄｉＧｏは、既知のペイパーユース（ＰＰＵ）システムであり、手数
料方式で、所定の最小及び最大の患者ボリュームに、フィリップスの医療技術へのアクセ
スを提供する。一般的なＰＰＵモデルは、一般的なボリュームレベルに基づく機器の月極
料金の計算に基づく。
【発明の概要】
【００１０】
　本発明は請求項に記載されている。
【００１１】
　幾つかの実施形態では、提供されるのは、超音波マシンであって、前記超音波マシンの
動作に基づいて少なくとも１つの利用データレコードを決定するように構成された利用決
定部と、前記少なくとも１つの利用データレコードを含むデータログを生成するように構
成されたデータコンパイラと、前記超音波マシンのデータログを分析するように構成され
たサーバに前記データログを送信するように構成されたトランスミッタとを含む。
【００１２】
　幾つかの実施形態では、前記超音波マシンは、前記超音波マシン又はその他の超音波マ
シンをより効率的に（又は、より費用効果を高く）動作させるのに用いてもよい好適な利
用データを生成し得る。
【００１３】
　超音波マシンは、さらに、前記利用決定部に結合した少なくとも１つのクロックを含み
、前記少なくとも１つの利用データレコードは少なくとも１つのクロックデータフィール
ドを含む。
【００１４】
　よって、かかる実施形態では、超音波マシン利用データは、タイミング又はクロックデ
ータを含み、超音波マシン又は分析されるその他の超音波マシンをより効率的又は費用効
果を高くしてもよい。
【００１５】
　超音波マシンは、さらに、前記超音波マシンの動作モードを決定するように構成された
、前記利用決定部にさらに結合したモード決定部を含み、前記少なくとも１つの利用デー
タは、少なくとも１つの動作モードデータフィールドを含む。
【００１６】
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　かかる構成では、前記超音波マシン利用データは、前記マシンの動作モードに関する情
報を含み、前記超音波マシン又は分析される他の超音波マシンのより効率的又は費用効率
が高い使用を可能としてもよい。
【００１７】
　超音波マシンは、さらに、超音波マシンのロケーションを決定するように構成された、
前記利用決定部にさらに結合したロケーション決定部を含み、前記少なくとも１つの利用
データレコードは、少なくとも１つのロケーションデータフィールドを含む。
【００１８】
　このように、幾つかの実施形態では、超音波マシン利用データは、ロケーションデータ
を含み、前記超音波マシン又は分析される同じエリアの他の超音波マシンの、より効率的
な又はより費用効果が高い使用を可能にする。
【００１９】
　超音波マシンは、さらに、ユーザインターフェースは、さらに利用識別子に結合するよ
うに構成されていてもよく、少なくとも１つの利用データレコードは、超音波オペレータ
識別子、組織識別子、及びロケーション識別子のうちの少なくとも１つを含んでもよく、
超音波オペレータ識別子、組織識別子、及び受信されたときはロケーション識別子のうち
少なくとも１つを受信するように構成されたユーザインターフェースをさらに含んでいて
も良い。
【００２０】
　幾つかの実施形態では、超音波マシン利用データは、オペレータ又は委託者などのオペ
レータのデータ、病院、病院部門又は一般開業医などの超音波を用いる組織のデータ、及
び前記超音波マシン又は分析される（同じエリアにある）他の超音波マシンの、より効率
的又は費用効果が高い使用を可能とするオペレータのロケーションのデータを含み得る。
【００２１】
　第１の態様では、提供されるのは、サーバであって、超音波マシンの動作に基づく少な
くとも１つのデータレコードを含む少なくとも１つのデータログを、少なくとも１つの超
音波マシンから受信するように構成されたトランシーバと、前記少なくとも１つの超音波
マシンから受信した少なくとも１つのデータログを、前記少なくとも１つのデータログを
データベースに格納する前に処理するように構成されたレコード解析部と、前記少なくと
も１つのデータログを分析して、前記少なくとも１つの超音波マシンに関連する少なくと
も１つのメトリックを決定するように構成されたレコード分析部と、前記少なくとも１つ
のメトリックの利用／課金モデルへの適用に基づいて、クライアントのレポートを生成す
るように構成されたレポート生成部とを含む。
【００２２】
　前記レポート生成部は、前記少なくとも１つのメトリックの前記課金モデルへの適用に
基づいて、クライアントの課金レポートを生成するように構成された課金レポート生成部
を含んでいてもよい。
【００２３】
　前記課金モデルはペイパーユース課金モデルであってもよい。
【００２４】
　前記少なくとも１つのメトリックの課金モデルへの適用に基づいてクライアントの課金
レポートを生成するように構成された課金レポートは、次のもののうち少なくとも１つに
基づいて前記課金レポートを生成するように構成されていてもよい：契約の長さにわたる
固定料率、初期価格と、技術及び／又はパーツの経年劣化による超音波マシンの推定減価
とに基づく料金、平均時間及びスキャン回数の組み合わせに基づく料金、患者のボリュー
ムに基づく料金、超音波スキャンの国定返還率の料金割合、カスタマにチャージされるコ
ストの割合、固定料率で毎月の前払い時間数に基づき、余分な時間に追加コストがかかる
料金、処置で使われる消耗品のコストに基づく料金、氏名が記された超音波検査者に基づ
く料金、氏名が記された医師に基づく料金、時間料率に基づく料金、使用される各トラン
スデューサの料金、使用される超音波マシンの各プリセットの料金、超音波マシンがパワ
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ーオンされる時に基づく料金、超音波マシンが患者スタディに用いられることに基づく料
金、超音波マシンの使用効率に基づく料金、超音波マシンにより実行される各スタディの
数、タイプ、及び／又は長さに基づく料金、スキャンが必要な部門のタイプに基づく料金
、超音波マシンのロケーションに基づく料金、超音波マシンのインターネットアドレスに
基づく料金、時刻に基づく料金、曜日に基づく料金。
【００２５】
　レコード解析部／プロセッサは、データがデータベースに格納される前に、少なくとも
１つのデータログ中の名前が付されたデータを匿名化するように構成されていてもよい。
【００２６】
　このように、幾つかの実施形態では、名前は、個別にしかし匿名でトレースできるよう
な方法で、ＩＤラベルや番号と関連付けられている。
【００２７】
　幾つかの実施形態では、サーバは、少なくとも１つの超音波マシン及び、何らかの方法
でリンクしているが必ずしも単一のオペレータに所有され又は貸し出されていない幾つか
の実施形態では複数の超音波マシンから超音波マシンログデータを受信できる。サーバは
、かかる実施形態では、データに処理を行い、そのデータを格納できるようにし、さらに
超音波マシンログデータを分析して、少なくとも１つのメトリックの決定をできるように
してもよい。これは、クライアントのレポートを生成するために、好適な利用／課金モデ
ルに適用してもよい。このレポートは、幾つかの実施形態では、超音波マシンの好適な効
率的な制御の基礎となり、課金レポートに基づき決定される超音波のより費用効率が高い
動作を可能とする。
【００２８】
　サーバは、さらに、クライアントからの少なくとも１つの要求を受信するように構成さ
れた要求決定部をさらに含み、前記要求は、次のもののうちの少なくとも１つを含んでい
てもよい：レポートタイプ識別子、利用／課金モデル識別子、データログサブセット識別
子、クライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケーション識別
子。
【００２９】
　このように、かかる実施形態では、超音波マシンが効率的に又は費用効果が高く使われ
ているかクライアントが決定したいと望むような場合に、クライアントからのレポート要
求に基づいてレポートが生成されてもよい。さらにまた、要求により、課金又は利用効率
レポートなどある種のレポートを生成できるように、識別子に基づいてレポートが生成さ
れ得る、又はマシンや領域などの特定タイプのレポートなど、データログエントリーのサ
ブセットに基づくレポートが生成される。
【００３０】
　サーバは、さらに、少なくとも１つのメトリックを、利用／課金モデル識別子に関連す
る利用／課金モデルに適用することにより、レポートを生成するように構成されていても
よい。かかる実施形態では、要求されるレポートは、クライアントに、又はクライアント
が調べたい利用又は課金モデルに適用される利用モデル又は課金モデルに基づき生成され
るものである。
【００３１】
　サーバは、少なくとも１つのメトリックを、クライアント識別子、クライアント組織識
別子、及びクライアントロケーション識別子のうち少なくとも１つに関連する利用／課金
モデルに適用して、レポートを生成するように構成されていてもよい。
【００３２】
　かかる実施形態では、生成されるレポートは、そのクライアントのみのデータログエン
トリーに基づいてもよく、又は同様に、レポートは、ある組織又はその組織の一部（ｓｕ
ｂ－ｄｉｖｉｓｉｏｎ）の、又はクライアントロケーション又は領域中の超音波マシンの
データログエントリーに基づいて生成されてもよい。
【００３３】
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　サーバは、少なくとも１つのデータログを分析して、クライアント識別子、クライアン
ト組織識別子、及びクライアントロケーション識別子のうちの少なくとも１つに関連する
少なくとも１つのメトリックを決定するように構成されていてもよい。
【００３４】
　かかる実施形態では、分析は、そのクライアントのみのデータログエントリーに基づい
てもよく、又は同様に、分析は、ある組織又はその組織の一部（ｓｕｂ－ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ）の、又はクライアントロケーション又は領域中の超音波マシンのデータログエントリ
ーに実行されてもよい。
【００３５】
　サーバは、前記少なくとも１つのメトリックをモニタするように構成されたモニタをさ
らに含み、前記レポート生成部は、モニタされた前記少なくとも１つのメトリックに基づ
いて、クライアントのレポートを生成するように構成される。
【００３６】
　かかる実施形態では、既知のメトリックがモニタされている場合、大きな効率又は節約
は、好適なレポートにおいて、どれもクライアントにフラグされてもよい。
【００３７】
　前記レポート生成部は、前記少なくとも１つのメトリックの前記利用モデルへの適用に
基づいて、クライアントの利用レポートを生成するように構成された利用レポート生成部
を含んでいてもよい。
【００３８】
　かかる実施形態では、データログを生成している、分析されている超音波マシンの動作
の効率を決定でき、効率的又は非効率的方法及び／又はマシンがユーザに表示される。
【００３９】
　前記レポート生成部は、前記少なくとも１つのメトリックの前記課金モデルへの適用に
基づいて、クライアントの課金レポートを生成するように構成された課金レポート生成部
を含んでいてもよい。
【００４０】
　かかる実施形態では、データログを生成している、分析されている超音波マシンの動作
の費用効果を決定でき、費用効果が高い又は経済的に非効率な方法及び／又はマシンがユ
ーザに表示される。
【００４１】
　前記レポート生成部は、さらに、ワークフロー命令を生成し、前記少なくとも１つの超
音波マシンに関連する利用又はワークフローを最適化することを試みるように構成されて
いてもよい。
【００４２】
　幾つかの実施形態では、クライアントは、サーバに対し、少なくとも１つの超音波マシ
ンに関連している利用／課金要求を生成するように構成されたレポート要求生成部と、前
記要求をサーバに送信するように構成され、さらに、前記利用／課金要求に基づいて利用
／課金レポートを受信するように構成されたトランシーバとを含んでもよい。
【００４３】
　このように、幾つかの実施形態では、クライアントは、好適なフォーマットで利用及び
／又は課金情報を要求し、少なくとも１つの超音波マシンが、費用効率が高く効率的に動
作しているか、及び異なる利用及び／又は課金モデルの適用により、超音波マシンの動作
が改善するか、決定してもよい。
【００４４】
　クライアントは、さらに、クライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライ
アントロケーション識別子のうちの少なくとも１つを受信するように構成されたユーザイ
ンターフェースを含んでいても良く、ユーザインターフェースは、さらに、レポート要求
生成部に結合されていてもよく、利用／課金要求は、クライアント識別子、クライアント
組織識別子、及び受信した場合にはクライアントロケーション識別子のうち少なくとも１
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つを含んでいてもよい。
【００４５】
　このように、クライアントにより要求された分析及び／又はレポート生成の支援は、ク
ライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケーション識別子中の
情報に基づいて、データログのサブセットに基づいてデータログが要求されることを可能
にすることにより行われ得る。
【００４６】
　ここに説明の超音波マシンは、さらに、ここに説明のサーバ、少なくとも１つのデータ
ログを格納するように構成されたデータベース、及びここに説明のクライアントのうち少
なくとも１つを含んでいてもよい。
【００４７】
　超音波リソース管理システムは、ここに説明する少なくとも１つの超音波マシンと、こ
こに説明する少なくとも１つのサーバと、少なくとも１つのデータログを格納するように
構成されたデータベースと、ここに説明する少なくとも１つのクライアントとを含んでい
てもよい。
【００４８】
　幾つかの実施形態では、超音波マシンを提供する方法を提供してもよい。該方法は、超
音波マシンの動作に基づいて少なくとも１つの利用データレコードを決定するステップと
、少なくとも１つの利用データレコードを含むデータログを生成するステップと、前記超
音波マシンのデータログを分析するように構成されたサーバに前記データログを送信する
ステップとを含む。
【００４９】
　本方法はさらに、少なくとも１つのクロックデータフィールドを生成するステップを含
み、超音波マシンの動作に基づいて少なくとも１つの利用データレコードを決定するステ
ップは、少なくとも１つのクロックデータフィールドを組み込むステップを含む。
【００５０】
　本方法はさらに、少なくとも１つの動作モードデータフィールドを生成するステップを
含み、超音波マシンの動作に基づいて少なくとも１つの利用データレコードを決定するス
テップは、少なくとも１つの動作モードデータフィールドを組み込むステップを含む。
【００５１】
　本方法はさらに、少なくとも１つのロケーションデータフィールドを生成するステップ
を含み、超音波マシンの動作に基づいて少なくとも１つの利用データレコードを決定する
ステップは、少なくとも１つのロケーションデータフィールドを組み込むステップを含む
。
【００５２】
　本方法はさらに、超音波オペレータ識別子、組織識別子、及びロケーション識別子のう
ちの少なくとも１つを受信するステップを含み、超音波マシンの動作に基づき少なくとも
１つの利用データレコードを決定するステップは、超音波オペレータ識別子、組織識別子
、及びロケーション識別子のうちの少なくとも１つを組み込むステップを含む。
【００５３】
　第２の態様により、サーバを提供する方法が提供される。該方法は、超音波マシンの動
作に基づく少なくとも１つのデータレコードを含む少なくとも１つのデータログを、少な
くとも１つの超音波マシンから受信するステップと、前記少なくとも１つの超音波マシン
から受信した前記少なくとも１つのデータログを処理するステップと、前記少なくとも１
つのデータログをデータベースに格納するステップと、前記少なくとも１つのデータログ
を分析して、前記少なくとも１つの超音波マシンに関連する少なくとも１つのメトリック
を決定するステップと、前記少なくとも１つのメトリックの利用／課金モデルへの適用に
基づいて、クライアントのレポートを生成するステップとを含む。
【００５４】
　少なくとも１つのメトリックを利用／課金モデルに適用してクライアントのレポートを
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生成するステップは、少なくとも１つのメトリックを課金モデルに適用してクライアント
の課金レポートを生成するステップを含んでもよい。
【００５５】
　前記課金モデルはペイパーユース課金モデルであってもよい。
【００５６】
　少なくとも１つのメトリックを利用／課金モデルに適用してクライアントのレポートを
生成するステップは、次のうち少なくとも１つに基づいて課金レポートを生成するステッ
プを含んでいてもよい：契約の長さにわたる固定料率、初期価格と、技術及び／又はパー
ツの経年劣化による超音波マシンの推定減価とに基づく料金、平均時間及びスキャン回数
の組み合わせに基づく料金、患者のボリュームに基づく料金、超音波スキャンの国定返還
率の料金割合、カスタマにチャージされるコストの割合、固定料率で毎月の前払い時間数
に基づき、余分な時間に追加コストがかかる料金、処置で使われる消耗品のコストに基づ
く料金、氏名が記された超音波検査者に基づく料金、氏名が記された医師に基づく料金、
時間料率に基づく料金、使用される各トランスデューサの料金、使用される超音波マシン
の各プリセットの料金、超音波マシンがパワーオンされる時に基づく料金、超音波マシン
が患者スタディに用いられることに基づく料金、超音波マシンの使用効率に基づく料金、
超音波マシンにより実行される各スタディの数、タイプ、及び／又は長さに基づく料金、
スキャンが必要な部門のタイプに基づく料金、超音波マシンのロケーションに基づく料金
、超音波マシンのインターネットアドレスに基づく料金、時刻に基づく料金、曜日に基づ
く料金。
【００５７】
　少なくとも１つの超音波マシンから受信した少なくとも１つのデータログを処理するス
テップは、データをデータベースに格納する前に、少なくとも１つのデータログ内の名前
が示されたデータを匿名化するステップを含んでもよい。
【００５８】
　本方法は、さらに、クライアントから少なくとも１つの要求を受信するステップを含み
、前記要求は、レポートタイプ識別子、利用／課金モデル識別子、データログサブセット
識別子、クライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケーション
識別子のうち少なくとも１つを含む。
【００５９】
　レポートを生成するステップは、少なくとも１つのメトリックを、利用／課金モデル識
別子に関連する利用／課金モデルに適用して、レポートを生成するステップを含んでいて
もよい。
【００６０】
　レポートを生成するステップは、少なくとも１つのメトリックを、クライアント識別子
、クライアント組織識別子、及びクライアントロケーション識別子のうちの少なくとも１
つに関連する利用／課金モデルに適用して、レポートを生成するステップを含んでいても
よい。
【００６１】
　少なくとも１つのデータログを分析して少なくとも１つの超音波マシンに関連する少な
くとも１つのメトリックを決定するステップは、少なくとも１つのデータログを分析して
、クライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケーション識別子
のうちの少なくとも１つに関連する少なくとも１つのメトリックを決定するステップを含
んでいてもよい。
【００６２】
　本方法は、少なくとも１つのメトリックをモニタするステップを含み、レポートを生成
するステップは、モニタされた少なくとも１つのメトリックに基づいて行われてもよい。
【００６３】
　レポートを生成するステップは、前記少なくとも１つのメトリックの前記利用モデルへ
の適用に基づき、クライアントの利用レポートを生成するステップを含んでいてもよい。
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【００６４】
　レポートを生成するステップは、前記少なくとも１つのメトリックの前記課金モデルへ
の適用に基づき、クライアントの課金レポートを生成するステップを含んでいてもよい。
【００６５】
　前記少なくとも１つのメトリックの利用／課金モデルへの適用に基づいてクライアント
のレポートを生成するステップは、さらに、ワークフロー命令を生成して、前記少なくと
も１つの超音波マシンに関連する利用又はワークフローを最適化することを試みるステッ
プを含んでいてもよい。
【００６６】
　幾つかの実施形態では、クライアントを提供する方法が提供され、該方法は、サーバに
対し、少なくとも１つの超音波マシンに関連する利用／課金要求を生成するステップと、
前記サーバに前記要求を送信するステップと、利用／課金要求に基づいて利用／課金レポ
ートを受信するステップとを含んでいてもよい。
【００６７】
　本方法は、さらに、クライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアント
ロケーション識別子のうちの少なくとも１つを受信するステップを含んでもよく、サーバ
の利用／課金要求を生成するステップは、さらに、クライアント識別子、クライアント組
織識別子、及び受信した場合にはクライアントロケーション識別子のうちの少なくとも１
つに基づいてもよい。
【００６８】
　ここに説明の超音波マシンを提供する方法は、さらに、ここに説明のサーバを提供する
ステップ、少なくとも１つのデータログを格納するように構成されたデータベースを提供
するステップ、及びここに説明のクライアントを提供するステップのうち少なくとも１つ
を含んでいてもよい。
【００６９】
　超音波リソース管理システムを提供する方法は、ここに説明の超音波マシンを提供する
方法と、ここに説明のサーバを提供する方法と、少なくとも１つのデータログを格納する
ステップと、ここに説明のクライアントを提供する方法とを含んでいても良い。
【００７０】
　コンピュータプログラムを含む非一時的コンピュータ読み取り可能媒体は、プログラム
が物理的計算デバイスで実行されると、ここに説明の方法のステップを実行するように適
応されたプログラムコード手段を含んでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
　添付した図面を参照して、本発明の実施例を詳細に説明する。
【図１】幾つかの実施形態による超音波リソース管理システムの一例を示す図である。
【図２】幾つかの実施形態による、図１に示した超音波リソース管理システム中の超音波
マシンの一例を示す図である。
【図３】幾つかの実施形態による、図１に示した超音波リソース管理システム中のサーバ
及びデータベースの一例を示す図である。
【図４】幾つかの実施形態による、図１に示した超音波リソース管理システム中のクライ
アントの一例を示す図である。
【図５】幾つかの実施形態による、図１に示した超音波リソース管理システム中の超音波
マシンの動作を示すフローチャートである。
【図６】幾つかの実施形態による、図１に示した超音波リソース管理システム中の超音波
マシンからのデータログを受信及び格納するサーバの動作を示すフローチャートである。
【図７】幾つかの実施形態による、図１に示した超音波リソース管理システム中のクライ
アント及びサーバの動作を示すフローチャートである。
【図８】幾つかの実施形態による、図１に示した超音波リソース管理システム中の、自動
レポート生成次のサーバの動作を示すフローチャートである。
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【図９】幾つかの実施形態による、図１に示した超音波リソース管理システムにおいてレ
ポートに含めるのに適した利用レポートチャートの一例を示す図である。
【図１０】幾つかの実施形態による、図１に示した超音波リソース管理システムにおいて
レポートに含めるのに適したアクティビティチャートの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００７２】
　本説明で実施されるコンセプトは、超音波リソース管理システムであって、そのコンポ
ーネントパーツは、少なくとも１つの超音波マシン、サーバ、データベース、及びクライ
アントであり、超音波マシンに関する情報を含むデータログを生成及び分析できるように
構成され、課金及び／又は利用レポートなどの好適なレポートの生成により、少なくとも
１つの超音波マシン、及び幾つかの例では、必ずしも同じエンティティにより所有されて
いない多数の超音波マシンの効率的かつコスト効率の高い運用が可能である、超音波リソ
ース管理マシンである。
【００７３】
　ここに説明するように、言うまでもなく、例えば、ペイパーユースモデルは、超音波マ
シンの運用に適用されたとき、予算的に斯様な大きな資本投下を許容できない環境におい
て、資本設備の資金調達する代替的方法を提供する。
【００７４】
　さらにまた、ここに説明する実施形態では、様々なペイパーユースモデルを可能とする
ことにより、超音波マシンの稼働需要と効率的な動作が一致し得る。
【００７５】
　ここに説明の実施形態では、サーバシステムの使用は地球規模で世界中に分散し、効率
及びペイパーユースモデルが地球規模で実施できるようにしてもよい。
【００７６】
　さらにまた、幾つかの実施形態では、機器はサプライヤーによって所有されているので
、サプライヤーはサービスコストをペイパーユース契約にバンドルすることができ、それ
ゆえ、「ダウン」又は「サービス中」時間が必要であると判断できる点に関して、オペレ
ータがマシンをより効率的に運用することを可能とする。
【００７７】
　幾つかの実施形態では、多くの財政的なコミットメント（機器、施設、部屋、予約シス
テムなど）がある場合、機器をより効率的に稼働することにより、医療イメージング機器
の高い資本設備コストに関連するリスクの低減が可能である。
【００７８】
　さらに、幾つかの実施形態では、ここに説明のコンセプトを適用することにより、サプ
ライヤーがそのビジネスのパーセンテージを取ることにより、又は物と交換に収益又は利
益を取ることにより、サービスプロバイダのパートナーになるビジネスモデルを構築して
もよい。
【００７９】
　ここに説明の利用データの生成及び収集により、カスタマは、個々のマシンやマシンの
グループがどう使われているか、より良く理解して、作業プラクティスを変更して、その
効率を最適化し、マシンのカバレッジを改善することができる。
【００８０】
　さらにまた、言うまでもなく、幾つかの実施形態では、作業プラクティスの変化を利用
メトリック（ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ　ｍｅｔｒｉｃｓ）と比較して分析でき、変化前後
の関連チャートによりベストな作業プラクティスを特定して実装することができる。
【００８１】
　幾つかの実施形態では、マシンは動かせるので、外部起源のデータ、例えばロケーショ
ン情報により、効率的な操作プラクティスを決定でき、さらに別の最適化ストラテジにつ
ながる他の使用パターンを示す。
【００８２】
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　さらにまた、ここに説明の実施形態の実装において、超音波マシンのオペレーションの
ロジスティックスの分析と理解により、最適な使用のため、機器の購入と使用のためのよ
りよい全体的ストラテジが可能となる。
【００８３】
　ここに説明の幾つかの実施形態では、データに基づく「スマート」ルールの利用により
、レポートの際、的を絞ったアドバイスを提供することができる。
【００８４】
　ここに更に詳細に説明するシステムは、幾つかの実施形態では、超音波マシンから「ク
ラウド」サーバに、セキュアな、超音波マシンの出力においてエンコードされたデータコ
レクションを提供する。これにより、超音波マシンの出力がデータを探られることから保
護され、望まないアクセスからセキュアに保たれる。かかる実施形態では、データは、特
定のマシンに対して一意的、及び各イベントにタイムスタンプがされたロケーションに特
定できる。かかる実施形態では、データは暗号化形式で「クラウド」サーバにアップロー
ドされ、格納され、要求に応じて情報へのアクセスが可能となる。幾つかの実施形態では
、データはサーバで前処理され、データ構造が構成される。これらのデータ構造をクライ
アントシステムからのコマンドを用いてサーチできる。クライアントシステムは選択され
た日時に選択されたシステムから関連データを、処理の為にアップロードできる。幾つか
の実施形態では、この処理により、カスタマの使用モデルに基づき選択されたペイパーユ
ースモデルに基づいて、見積もり（ｑｕｏｔｅ）を計算する。幾つかの実施形態では、デ
ータは、マシンの使用を特徴付ける広い範囲のチャートや裏付けとなる統計でも表され、
ワークフローを可視化し、試験し、最適化できる。かかる実施形態では、この情報は、い
ろいろな病院部門の需要に合わせることを目標とした構造化レポートで捉えられてもよい
。これは、目標を絞ったアドバイスを提供する能力も有する。
【００８５】
　図１を参照して、超音波リソース管理システム（すなわち超音波利用及び課金システム
）を示す。
【００８６】
　超音波リソース管理システムは、少なくとも１つの超音波マシン１を含む。図１に示し
た例では、超音波リソース管理システムはＮ台のマシンを含む。図示したものは、第１の
超音波マシン１１、第２の超音波マシン１２、第３の超音波マシン１３、及び第Ｎの超音
波マシン１Ｎである。言うまでもなく、超音波マシンは、任意の好適なタイプの超音波マ
シンであってもよく、任意の好適な範囲のオペレーションを有していてもよい。幾つかの
実施形態では、例えば、第１の超音波マシン１１はポータブルマシンであり、第２の超音
波マシン１２は据え置きマシンであり、第３の超音波マシン１３はいわゆる４Ｄ超音波マ
シンである。
【００８７】
　図１に示すように、超音波マシン１は、幾つかの実施形態では、サーバ１１と通信する
ように構成され、超音波マシン１は幾つかの実施形態ではサーバ１１にデータログを送信
するように構成されている。データログは、ここでさらに詳細に説明するが、超音波マシ
ンに関するオペレーショナルデータを含む。
【００８８】
　超音波リソース管理システムは、さらに、サーバ１１とデータベース１３とを含む。言
うまでもなく、幾つかの実施形態では、サーバ１１とデータベース１３とは同じエンティ
ティであってもよいし、別々のエンティティであってもよい。幾つかの実施形態では、サ
ーバ１１とデータベース１３のロケーションは、ロケーションに依存しない（ｌｏｃａｔ
ｉｏｎ　ａｇｎｏｓｔｉｃ）。幾つかの実施形態では、サーバ１１は、インターネットク
ラウド上のどこに実装され、または存在していてもよく、任意の他のローカルサーバに接
続され、データを格納、バックアップ、及び配信（言い換えると、ローカルサーバがデー
タベース機能を果たす）してもよい。
【００８９】
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　かかる実施形態では、動作または利用データを含むデータログは、サーバにより他の「
リモート」超音波マシンから収集され、そのデータベースに格納されることもできる。
【００９０】
　言うまでもなく、幾つかの実施形態では、データログは、（クラウド上の）セキュアデ
ータサーバへの搬送のため、まず暗号化される。
【００９１】
　さらにまた、言うまでもなく、幾つかの実施形態では、サーバは、データベースへの格
納の前に、受信したデータログを前処理するように構成されている。データログの前処理
は、幾つかの実施形態では、データログ中のデータへのアクセスを加速できる。
【００９２】
　幾つかの実施形態では、超音波リソース管理システムは、さらに、少なくとも１つのク
ライアント３すなわちクライアントデバイス又は装置を含む。図１に示したクライアント
３は、Ｍ台のクライアント３として示されている。これは第１のクライアント３１、第２
のクライアント３２、第３のクライアント３３、及び第Ｍのクライアント３Ｍとして示さ
れている。クライアントデバイスは、例えば、パーソナルコンピュータ、タブレット、モ
バイル通信機器などの、通信機能を有する任意の好適な計算装置などの、任意の好適なク
ライアントデバイスであり得る。かかる実施形態では、クライアントは、サーバ１１に「
ログイン」して、超音波データをブラウズ及びアクセスするように構成され、システムか
らある日時のデータを選択し、またはあるデータを探すサーチクエリを行うことができる
。サーバ１１は、かかる実施形態では、データが世界中のどこかにあり、そのデータに世
界中の他の場所からアクセスできる、リモート又はクラウドサービスを提供し、グローバ
ルソリューションを提供し得る。以下の例では、クライアント３は、利用又は課金レポー
トなどのレポートを要求し、サーバから好適なレポートを受信することによりデータにア
クセスできる。しかし、ここに説明するように、任意の好適なデータアクセス手法を幾つ
かの実施形態では利用することもできる。
【００９３】
　図２を参照して、超音波マシン１の例をさらに詳しく示す。さらにまた、図５を参照し
て、幾つかの実施形態による超音波マシン１のオペレーションを、フロー図に示す。
【００９４】
　以下の例では、従来の超音波パーツやコンポーネント、及び一般的に使われている超音
波マシンのオペレーションは説明せず、明確性のため、超音波リソース管理システム、超
音波リソース管理システムに関する超音波マシンの動作、及び超音波リソース管理システ
ムの動作のみを説明する。
【００９５】
　幾つかの実施形態では、超音波マシン１は利用決定部１０１を含む。利用決定部１０１
は、マシンの動作を観察して、好適な利用データレコードを決定するように構成されてい
る。
【００９６】
　それゆえ、例えば、超音波マシンを動作させるため、それをまずパワーオンしなければ
ならない。
【００９７】
　超音波マシン１は、幾つかの実施形態では、ユーザインターフェース１１３を含む。ユ
ーザインターフェース１１３は、入力用のキーボード、キーパッド、マウス、トラックボ
ール、タッチスクリーン、スイッチなど、オーディオ出力用のスピーカなど、ビジュアル
出力用のディスプレイ又はタッチスクリーンディスプレイなど、又はこれらの任意の組み
合わせなどの、任意の好適なユーザインターラクションデバイス又は装置を含み得る。
【００９８】
　このように、幾つかの実施形態では、オペレータは超音波マシンをスイッチオンでき、
超音波マシンは初期化される。
【００９９】
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　超音波マシンのスイッチオン／初期化の動作を、図５にステップ４０１により示した。
【０１００】
　幾つかの実施形態では、超音波マシンはモード決定部１１５を含み、これは超音波マシ
ンの動作モードを決定するように構成されている。このように、例えば、幾つかの実施形
態では、超音波マシンのスイッチオンにより、モード決定部１１５は、超音波マシンが「
オフ」モードから「オン」モードまたは「アイドル」モードに変化したことを決定しても
よい。
【０１０１】
　さらに、幾つかの実施形態では、超音波マシンは、イベントの正確な特定のためのクロ
ックデータの好適なタイミングを生成するように構成されたクロック１１１又はタイマー
を含む。任意の好適なクロック又はタイマーを利用してもよい。例えば、クロック１１は
、幾つかの実施形態では、超音波マシンがスイッチオンされた時に、最初の又は第１の時
間又はクロック値を生成できる。
【０１０２】
　この情報は利用決定部１０１に送られ得る。この利用決定部１０１は、幾つかの実施形
態では、第１の又は最初の利用データレコードを生成するように構成されていてもよい。
第１の又は最初の利用データレコードは、幾つかの実施形態では、超音波マシンの第１の
スイッチオン（又は第１のアイドル状態化）と、そのマシンが第１のスイッチオン（又は
アイドル状態化）をした時間とを特定するデータフィールドを含む。
【０１０３】
　第１の又は最初のデータレコードの生成は、図５のステップ４０３により示されている
。
【０１０４】
　幾つかの実施形態では、ユーザインターフェースは、超音波マシンのオペレータに関す
るデータまたは情報を入力する、例えばオペレータ識別子を入力するように、さらに構成
されていてもよい。オペレータ識別子は、幾つかの実施形態では、マニュアル入力でき、
又は任意の好適な他の手段又は方法により実行してもよい。他の手段又は方法は、例えば
、オペレータ識別子情報を含む無線周波数タグなどの好適なタグを担い、そのタグを超音
波マシン１上の又はそれに結合された好適なタグリーダに、提示するオペレータなどであ
る。
【０１０５】
　幾つかの実施形態では、ユーザインターフェースは、オペレータの組織又はロケーショ
ンに関する他のデータまたは情報を入力するようにさらに構成されていてもよい。例えば
、幾つかの実施形態では、オペレータは組織識別子を入力できる。組織識別子の一例は、
幾つかの実施形態では、病院、病院部門、委託ＧＰ（ｒｅｆｅｒｒｉｎｇ　ＧＰ）、ＡＱ
Ｐ、又はその他の許可主体（ａｕｔｈｏｒｉｓｉｎｇ　ｂｏｄｙ）であってもよい。組織
識別子は、幾つかの実施形態では、マニュアル入力でき、又は任意の好適な他の手段又は
方法により実行してもよい。他の手段又は方法は、例えば、組織情報を含む無線周波数タ
グなどの好適なタグを導入し、そのタグを超音波マシン１上の又はそれに結合された好適
なタグリーダに、提示するオペレータなどである。同様に、オペレータのロケーションを
入力できる。ロケーション情報の一例は、幾つかの実施形態では、病院ロケーション、病
院部門ロケーション、ＡＱＰロケーション、又はその他の動作ロケーション（ｏｐｅｒａ
ｔｉｏｎ　ｌｏｃａｔｉｏｎ）であってもよい。ロケーション情報は、幾つかの実施形態
では、マニュアル入力してもよく、又は任意の好適な他の手段又は方法により実行しても
よい。例えば、幾つかの実施形態では、超音波マシンはロケーション決定部１１７を含み
得る。ロケーション決定部１１７は、幾つかの実施形態では、超音波マシン１のロケーシ
ョンを決定する任意の好適な手段を用いるように構成されている。任意の好適なロケーシ
ョン決定は、例えば、衛星ポジショニングロケーション決定又は無線周波数ビーコンポジ
ショニングロケーション決定により行い得る。
【０１０６】
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　超音波マシン１は、プローブ（又はトランスデューサ）がマシンに取り付けられ、ソフ
トウェアモードが選択された時に、作動されてもよい。これにより、超音波検査者は患者
に対してプローブを用い、委託医師のために診断画像及びデータを生成する。
【０１０７】
　幾つかの実施形態では、モード決定部１１５は、幾つかの実施形態では、プローブのタ
イプ及び構成を決定し、好適なプローブ情報を生成できる。この情報は利用決定部１０１
に送られる。
【０１０８】
　さらに、モード決定部１１５は、何時、超音波マシン１がアクティブ動作状態であるか
、言い換えるとスキャン動作を実行しているか、決定するように構成し得る。このモード
決定情報は利用決定部１０１に送られ得る。
【０１０９】
　利用決定部１０１は、幾つかの実施形態では、動作モード、タイミング、その他の入力
に関する情報を受信していて、超音波マシンの様々な動作を詳細に示す好適なデータレコ
ードを生成するように構成されていてもよい。
【０１１０】
　言い換えると、利用決定部１０１は、幾つかの実施形態では、超音波マシンモード利用
変更（ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄ　ｍａｃｈｉｎｅ　ｍｏｄｅ　ｕｓｅ　ｃｈａｎｇｅ）を決
定するように構成され得る。
【０１１１】
　超音波マシンモード利用変更の決定の動作を、図５にステップ４０５により示した。
【０１１２】
　このように、例えば、利用決定部１０１は、スキャンをするのに超音波が使われている
と決定するとき、幾つかの実施形態では、好適な利用データレコードを生成することがで
きる。
【０１１３】
　スキャンを実行する超音波マシンの例として、利用データレコードは、次のデータフィ
ールドのうちの少なくとも１つを含み得る：モード＝アクティブスキャンフィールド、ス
キャン時刻フィールド、スキャン時間フィールド、プローブ（トランスデューサ）識別子
フィールド、ソフトウェアモードフィールド、オペレータ識別子フィールド、組織フィー
ルド、ロケーションフィールド。言うまでもなく、利用データレコードは、幾つかの実施
形態では、例えば、イメージングモードなどの、さらに別の好適なフィールドを含む。
【０１１４】
　利用データレコードの生成は、図５のステップ４０７により示されている。
【０１１５】
　利用データレコードは、幾つかの実施形態では、データコンパイラ１０３に送られ得る
。
【０１１６】
　幾つかの実施形態では、超音波マシン１はデータコンパイラ１０３をさらに含む。デー
タコンパイラ１０３は、幾つかの実施形態では、利用決定部１０１から利用データレコー
ドを受信し、サーバ１１に送信する好適なデータログ又はデータログファイルを生成する
ように構成されている。
【０１１７】
　このように、幾つかの実施形態では、データコンパイラ１０３は、利用データレコード
を受信するとき、それをデータログに適用するように構成されている。
【０１１８】
　利用データレコードをデータログに付加する動作は、図５のステップ４０９により示さ
れている。
【０１１９】
　幾つかの実施形態では、データコンパイラは、さらに、付加されたデータログがサーバ
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１１にアップロードされるべきか決定またはチェックするようにさらに構成されている。
言うまでもなく、幾つかの実施形態では、データログのアップロードは、ほぼリアルタイ
ムで、言い換えると、新しいレコードが生成されるたびに実行される。しかし、言うまで
もなく、幾つかの実施形態では、ログは、例えば二三時間、一営業日、一週間、又はその
他の所定時間にわたりコンパイルされ、その時間が過ぎるとログファイルがアップロード
される。
【０１２０】
　データレコードをアップロードするか決定する動作は、図５のステップ４１１により示
されている。
図５に示した例では、データログをアップロードしないと決定した場合、動作はステップ
４０５に戻り、利用決定部１０１は、超音波マシン１の動作を観察し、超音波マシンの使
用における変化を決定するのを待つ。
【０１２１】
　データログをアップロードすると決定した場合、データコンパイラ１０３は、幾つかの
実施形態において、データログを暗号化して、そのデータへの不正アクセスを防止するよ
うにさらに構成されている。暗号化は任意の好適な暗号メカニズムにより実行し得る。例
えば、幾つかの実施形態では、超音波マシン１とサーバ１１とは、好適な暗号鍵の生成に
使われる共有の秘密について同意する。他の実施形態では、サーバ１１は、超音波マシン
１に、データログを暗号化するのに使う公開鍵を送るように構成されている。データログ
は、サーバ１１の秘密鍵を用いて復号できる。ここに示した例では、暗号化は、データロ
グに全体として実行されるが、言うまでもなく、幾つかの実施形態では、暗号化は、レコ
ードがデータログに付加されるにつれ、レコードごとに実行できる。
【０１２２】
　データレコードの暗号化の動作は、図５のステップ４１３により示されている。
【０１２３】
　データコンパイラ１０３は、幾つかの実施形態では、（幾つかの実施形態では、暗号化
され、または暗号化されたデータレコードを含む）データログをトランスミッタ１０５に
送るように構成され得る。
【０１２４】
　幾つかの実施形態では、超音波マシン１はトランスミッタ１０５を含む。トランスミッ
タ１０５は、任意の好適なトランスミッタ装置を含み、幾つかの実施形態では、トランシ
ーバ装置の一部であり得る。トランスミッタ１０５は、データログを処理し、それをサー
バ１１に任意の好適な手段により送信するように構成されている。このように、幾つかの
実施形態では、トランスミッタは、好適なアクセスポイントを介して、及びインターネッ
トを介して、「クラウド」内にあるサーバ１１に伝送されるように構成された（例えば、
ＩＥＥＥ８０２．１１または同様なＷｉＦｉトランスミッタまたはセルラトランスミッタ
などの）好適な無線トランスミッタである。言うまでもなく、幾つかの実施形態では、ト
ランスミッタは好適な有線トランスミッタである。
【０１２５】
　データログをサーバに送信する動作は、図５のステップ４１５により示されている。
【０１２６】
　図３を参照して、サーバ１１とデータベース１３の一例を、幾つかの実施形態について
示す。さらに、図５乃至図８を参照して、サーバ１１とデータベース１３の様々な動作を
フロー図形式で示す。
【０１２７】
　幾つかの実施形態では、サーバ１１はトランシーバ２０１を含む。トランシーバ２０１
は、幾つかの実施形態では、サーバ１１を任意の外部デバイス又は装置とインターフェー
スするように構成されている。このように、例えば、トランシーバ２０１は、超音波マシ
ン１、データベース１３、及びクライアント３との通信を処理するように構成され得る。
言うまでもなく、幾つかの実施形態では、トランシーバ２０１は、トランスミッタ部分と
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レシーバ部分とに分けることができ、さらに、幾つかの実施形態では、異なるエンティテ
ィと通信する異なる部分または異なる構成の部分を含む。例えば、トランシーバ２０１は
、幾つかの実施形態では、超音波マシン１と通信するように構成された第１のトランシー
バ、データベース１３と通信するように構成された第２のトランシーバ、及びクライアン
ト３と通信するように構成された第３のトランシーバを含み得る。
【０１２８】
　トランシーバ２０１は、幾つかの実施形態では、少なくとも１つの超音波マシンからデ
ータログを受信するように構成され得る。言うまでもなく、幾つかの実施形態では、サー
バ１１及びそれゆえトランシーバ２０１は、複数の又は多数の超音波マシンからデータロ
グを受信するように構成されている。
【０１２９】
　少なくとも１つの超音波マシン１からのデータログを受信する動作を、図６にステップ
５０１により示した。
【０１３０】
　幾つかの実施形態では、トランシーバ２０１は、少なくとも１つの超音波マシン１から
レコードパーサ／プロセッサ２０３にデータログを送るように構成されている。
【０１３１】
　幾つかの実施形態では、サーバ１１はレコードパーサ／プロセッサ２０３を含む。レコ
ードパーサ／プロセッサ２０３は、幾つかの実施形態では、データログを受信し、データ
ログの処理及び／又は解析を実行し、格納用に好適なデータフォーマットを生成するよう
に構成されている。
【０１３２】
　例えば、幾つかの実施形態では、レコードパーサ／プロセッサ２０３は、データログを
及び／又はそのデータログ中のデータレコードを復号するように構成されている。
【０１３３】
　データレコードの復号の動作は、図６のステップ５０３により示されている。
【０１３４】
　さらに、データログの処理の一例は、データログが受信された超音波マシン１を特定す
る付加的フィールドを付加する処理である。例えば、幾つかの実施形態では、超音波マシ
ンに関連するインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレス又はメディアアクセスコントロ
ール（ＭＡＣ）が、データログ及び利用データレコードに付加される。
【０１３５】
　幾つかの実施形態では、レコードパーサ／プロセッサ２０３は、データレコードを処理
して、データログから冗長な又は複製の利用データを削除することができる。
【０１３６】
　幾つかの実施形態では、レコードパーサ／プロセッサ２０３は、データがデータベース
１３に格納される前に、例えば、委託ＧＰや超音波検査者などの名前などのデータを、匿
名にするように構成され得る。このように、幾つかの実施形態では、名前は、個別にしか
し匿名でトレースできるような方法で、ＩＤラベルや番号と関連付けられている。
【０１３７】
　さらに、幾つかの実施形態では、レコードパーサ／プロセッサ２０３は、データログ及
びその中の利用データレコードを分析及び処理し、さらに別の分析及びレポート生成動作
によりデータがより容易にアクセスされるように構成され得る。
【０１３８】
　データログを処理／分析する動作は、図６のステップ５０５により示されている。
【０１３９】
　データログ情報は、幾つかの実施形態では、格納のためにデータベース１３に送られる
。ここに説明のデータベースは、データログ又は処理されたデータログ情報を、好適なフ
ォーマットで、記憶するように構成された任意の好適な手段又は装置であり得る。
【０１４０】
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　データログをデータベースに格納する動作は、図６のステップ５０７により示されてい
る。
【０１４１】
　サーバ１１は、幾つかの実施形態では、レコード分析部２０５を含む。幾つかの実施形
態では、レコード分析部２０５は、データベース１３に格納されたデータログ情報と、デ
ータログ中の利用データレコードとを分析して、ある時間にわたる少なくとも１つの超音
波マシン１の動作を記述する、少なくとも１つの好適なメトリック値を生成するように構
成されている。
【０１４２】
　例えば、レコード分析部２０５は、幾つかの実施形態では、次のリストから少なくとも
１つのメトリック（ｍｅｔｒｉｃ）を生成するように構成され得る：経過したアクティブ
な時間／日数；超音波マシンがパワーオンであった時間；超音波マシン使用中時間；超音
波マシンアイドル時間；（利用中時間のパワーオン時間に対する割合として定義される）
超音波マシン利用効率；超音波マシンナンバー／識別情報；委託医師／組織の部門；超音
波検査者又はオペレータの数；スタディ（ｓｔｕｄｙ）／スキャンの数とタイプ；スタデ
ィ（ｓｔｕｄｙ）／スキャンの長さ又は平均時間；各トランスデューサ／プローブの利用
時間；各プリセット（ソフトウェアモード）利用時間。しかし、言うまでもなく、任意の
好適なメトリックを生成することができる。
【０１４３】
　この情報は、幾つかの実施形態では、課金レポート生成部２１３及び／又は利用レポー
ト生成部２１１などのレポート生成部に送られる。
【０１４４】
　幾つかの実施形態では、サーバは利用レポート生成部２１１を含む。
【０１４５】
　利用レポート生成部２１１は、幾つかの実施形態では、レコード分析部から少なくとも
１つのメトリックを受信するように構成されている。利用レポート生成部２１１は、幾つ
かの実施形態では、決定された利用モデルのメトリックへの適用に基づいて、利用レポー
トを生成できる。
【０１４６】
　利用モデルは、幾つかの実施形態では、少なくとも１つの超音波マシンから生成された
、その少なくとも１つの超音波マシンの動作効率又は利用を表すメトリックのフィルタリ
ング又は処理であり得る。幾つかの実施形態では、利用モデルは、マシンを正しく特徴付
けるのに用い得るグラフとメトリックのある組み合わせを決定する。これらを一緒にする
と、少なくとも１つの超音波マシンのステークホルダ（例えば、超音波マシンを「所有」
する病院の様々な部門など）による分析が特に容易になる。
【０１４７】
　幾つかの実施形態では、レポートの生成は、ビュアーのニーズに合わせてカスタマイズ
された「ダッシュボード」の生成を含む。しかし、言うまでもなく、幾つかの実施形態で
は、レポート生成は、メトリックに基づき少なくとも１つの超音波マシンの利用を改善す
ることを試みるものである。
【０１４８】
　一般的には、病院などの医療組織には多数の部門があり、組織内での役割により自分が
コントロールするアクティビティにフォーカスすることができる。利用レポート生成部２
１１は、レポートを生成して、ローカルな要因に対して、スタッフとリソースの生産性と
利用に影響する好適な利用データまたは情報を提供するように構成し得る。
【０１４９】
　これの一例は、利用レポート生成部２１１が、典型的な病院内のフォーカスがわずかに
異なる４つの異なる部門長のニーズを満たすように構成されている場合である。これらは
、例えば、超音波検査者を担当する、どのトランスデューサがどのくらいの時間使われる
かに特に興味を有する部門管理者であり得る。部門マネージャであって、専門家部門（例
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えば、放射線科）を担当し、どの医師やコンサルタントがマシンを使うかに特に興味を有
し、場合によっては使用に対し課金するものもあり得る。さらに、病院には財務担当役員
がいて、病院の購買を担当し、超音波マシンが潜在能力一杯まで使われているか、どんな
マシンが追加で必要か、その仕様、コスト、及びマシンの課金に特に興味を有するかも知
れない。また、ＩＴマネージャがいて、コンピュータとネットワークを担当し、マシンの
利用とスタッフの人数の管理に特に興味を有するかも知れない。
【０１５０】
　それゆえ、幾つかの実施形態では、選択される利用モデルは、生成された利用レポート
がこれらの部門ニーズを満たすようにするため、クライアントの識別情報に基づく。
【０１５１】
　利用レポート生成部２１１は、幾つかの実施形態では、決定された利用モデルを少なく
とも１つのメトリックに適用することにより、少なくとも１つの超音波マシンの利用に関
する潜在的問題を決定し、新しいワークフロー命令を生成して、少なくとも１つの超音波
マシンに関連する利用又はワークフローを最適化することを試みるように構成され得る。
【０１５２】
　このように、例えば、利用レポート生成部２１１は、幾つかの実施形態では、毎日のパ
ターン、例えば１日の始めのパワーアップとテスト、最初の患者を迎える前の準備、及び
稼働日の長さなどを特定し得る。利用レポート生成部は、さらに、幾つかの実施形態では
、昼休みなどのアクティビティ中の休み、患者間の時間、セットアップ時間、及び終業時
間を特定することができる。利用レポート生成部２１１は、幾つかの実施形態では、週末
や通常の終業時間外の利用を分析し、マシンが通常使われていない機会と利用可能なリソ
ースに気づき得る。利用レポート生成部２１１は、さらに、幾つかの実施形態では、超音
波マシンのロケーションをトラッキングし、稼働週中そのマシンがどこにあるかを理解し
、マシンが通常の部門管轄下にない時に、どう利用されているかを理解できる。
【０１５３】
　作業プラクティスのさらなる例は、利用レポート生成部が患者の予約間の時間を管理又
は変更すること、最初又は最後の患者のスタディを始められる時間を変更すること、患者
の待ち時間を変更すること、負荷が少ない時（例えば、週末など）に一日又は一週間の一
部にマシンを他の部門にタスク変更（ｒｅ－ｔａｓｋ）することを含み得る。
【０１５４】
　利用レポート生成部の出力のグラフィカルな例を図９に示した。これは、経過した１ヶ
月の時間フレームにわたる超音波システムの利用例を示すチャートである。図９のｘ軸は
日付を示し、図９のｙ軸は時刻を示し、濃い網掛けされたデータはマシンが患者のスタデ
ィを行っている時間を指し、中間の網掛けは利用中を指し、薄い網掛けはアイドル状態を
表す。この例のデータは、一日の始まりにおける、一日毎の昼休み中に、及びその日の他
の時刻に、及び週末に、患者スループットにおける増加の多くのスコープを示す。
【０１５５】
　利用レポート生成部の出力の他の例を図１０に示した。これは、一日の任意の時刻にお
ける毎日の利用を示すように設定された、図９に示したのと同じ１ヶ月のデータに基づく
利用例を示すチャートを示す。この例では、ｘ軸とｙ軸の時刻は、マシンの時間のどれだ
けの割合が患者スタディ（濃い網掛け）又は使用中（薄い網掛け）に使われているか示し
、スタディ（ｓｔｕｄｙ）は使用時間の一部と見なされる。
【０１５６】
　この図は振る舞いのパターンを示し、このパターンは（動作モードにおける時間のトッ
プ２０％を閾値とすることにより）求められ、０７：３２から１７：２３までの９時間５
１分にわたる通常作業時間を示す。最初の患者スタディは０８：０６に始まる。また、ア
クティビティが少なくなる時が、０８：１３からの３１分間、１２：２６からの７１分間
、１６：３９からの２２分間に頻繁にある。また、チャートは、マシンが０７：５０、０
９：３９、１１：０８及び１４：１３に最も忙しい時間であり、マシンは午後よりも朝の
方が明らかに忙しいことを示す（明確なピークを示す）データ中の周期性を示す。この分
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析は、レポートにおいてターゲットを絞ったアドバイスを提供するが、利用レポート生成
部が、将来の超音波予約を有効に制御して、利用が少ない時間を埋めるオプションを提供
する。
【０１５７】
　幾つかの実施形態では、サーバ１１は、レコード分析部からメトリックを受信するよう
に構成され、少なくとも１つのメトリックを課金モデルに適用することに基づいてクライ
アントに対するレポートを生成するように構成された課金レポート生成部２１３を含む。
【０１５８】
　かかる実施形態では、課金レポート生成部２１３は、好適な課金モデルを決定し適用で
きる。これは、例えば、測定された量などのメトリックがビジネスコストと組み合わせて
、アイテム毎の（一般的には各月の）請求額を計算できる決定されたペイパーユース課金
モデルである。かかる実施形態では、課金レポート生成部２１３は、契約期間にわたる、
課金固定レートを決定する請求額を決定できる。しかし、言うまでもなく、課金レポート
生成部２１３は、幾つかの実施形態では、最初の価格と技術及び／又はパーツの経年劣化
によるマシンの推定減価とに基づく料金、又は平均時間とスキャン回数との組み合わせに
基づく料金、又は多くの患者に基づく料金、又は超音波スキャンの国定（ＮＨＳ）償還率
の料金割合、又はカスタマに課されるコストの割合、又は超過時間は追加コストがかかる
固定レートにおける月ごとのプリペイド時間数に基づく料金、又は処置で用いる使い捨て
品のコストに基づく料金、又は氏名が記された超音波検査者に基づく料金、又は氏名が記
された医師に基づく料金（氏名のリスト、又は部門毎の人数について契約で同意している
場合）を決定する請求金額を決定する。幾つかの実施形態では、課金レポート生成部２１
３は、幾つかの実施形態では、時間レートに基づく料金を決定する明細書を決定できる。
時間レートは、各トランスデューサが使用中である、各プリセットが使用中である、デバ
イスがパワーオンされている、デバイスが患者スタディのために用いられる、使用の効率
性に関する、各スタディの数、タイプ及び／又は長さの、スキャンが必要な部門のタイプ
の、マシンのロケーションの、マシンのインターネットアドレスの、時刻の、曜日の、ま
たは上記の任意の組み合わせの料金である。
【０１５９】
　例えば、課金レポート生成部２１３は、固定月間料金とトランスデューサの使用に基づ
く付加料金との組み合わせを用いるように構成されてもよい。６つのトランスデューサが
供給され、２つが標準トランスデューサとアサインされる状況では、非標準トランスデュ
ーサの使用時間が記録され、付加時間料率で課金される。これにより、幾つかの実施形態
では、課金レポート生成部２１３は、次の要素を含む課金モデルを決定できる：
　　　月極コスト：£１８００
　　　非標準トランスデューサの時間料率：£３５
　　　マシンレコードの利用データからのメトリック：
　　　月数：１
　　　非標準トランスデューサの時間：２１．６時間
　課金レポート生成部２１３は、例えば、次の表現を用いて明細書を生成し得る：
　　　総収入＝月極コスト＋（付加時間料率×時間数）
　　　総収入＝１８００＋（３５×２１．６）＝£２５５６
　課金レポートは、トランスミッタを介してそれを要求しているクライアント又は宛先の
クライアントへ送られ得る。
【０１６０】
　幾つかの実施形態では、課金レポート生成部２１３は、「箇条書きの明細書（ｉｔｅｍ
ｉｓｅｄ　ｂｉｌｌ）」を生成するように構成され得る。例えば、各スキャン又は各部門
、各ロケーション、又は各委託医師のコストを箇条書きにしたレポートが生成される。
【０１６１】
　幾つかの実施形態では、サーバ１１は利用モニタ２０９を含む。利用モニタ２０９は、
幾つかの実施形態では、レコード分析部２０５により作成された、決定又は確定されたメ
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トリックをモニタするように構成されている。
【０１６２】
　特定のメトリックのデータログのモニタの動作は、図８のステップ７０１により示され
ている。
【０１６３】
　利用モニタ２０９は、幾つかの実施形態では、決定又は確定されたメトリック（又は、
幾つかの実施形態では、複数のメトリックの組み合わせ）を、課金又は利用閾値などの決
定又は確定された閾値と比較し得る。例えば、幾つかの実施形態では、メトリックは利用
割合であり閾値は１０％である。　メトリックが閾値を越えた場合、利用モニタ２０９は
、関連レポート生成部によりレポートが生成されることをトリガー又は要求するように構
成され得る。
【０１６４】
　メトリック値に基づいて閾値が越えた時を決定する動作を、図８のステップ７０３に示
す。
【０１６５】
　関連するレポート生成部、例えば利用レポート生成部２１１及び／又は課金レポート生
成部２１３は、要求に基づいてレポートを生成するように構成されている。例えば、利用
が少ない状況では、利用レポート生成部２１１は、レポートを生成して、超音波マシン１
をより良くアロケートできるか、決定し得る。
【０１６６】
　レポートを生成する動作を、図８のステップ７０５に示した。
【０１６７】
　レポートは、例えば、利用が少ない場合に、さらに処理及び／又は分析するため、中央
予約施設などの好適な手段に送信され、エリア又は病院の他の超音波マシンからのオーバ
ーフローをアロケートし得る。
【０１６８】
　レポートの送信を、図８のステップ７０７に示した。
【０１６９】
　自動的に生成されたレポートは、係る実施形態では、適切にターゲットを絞ったアドバ
イスを提供する場合に、より有用である。言うまでもなく、レポートに対してアドバイス
をトリガーする規則も注意深く判断される必要があり、幾つかの実施形態では、幾つかの
レポートに表現される実際のテキスト、グラフ、及び数字とは明らかに隔たっている。単
純な例は、マシン効率（使用中の時間／マシンパワーオンの時間）＜６０％であるかであ
る。この場合、ベンチマークシステムが、理想的なほぼ７０％効率で稼働していることを
示唆するテキストをレポートに付加するアドバイス規則が起動され（ｆｉｒｅ）てもよい
。かかる規則は、さらに他の分析規則をトリガーして、典型的な稼働日を調べ、例えばア
クティビティが少なく、稼働プラクティスの変更が可能なエリアをハイライトすることが
できる。カスケードのアドバイスにより、それゆえ、ある規則が他の規則を起動（ｆｉｒ
ｅ）して、利用可能データに基づきターゲットを絞ったアドバイスを生成するので、改善
のオプションを表すことができる。このアドバイスは、構成要素、例えば背景色を有する
ボックス中のテキストを生成することにより、通常のレポートとは分離して、レポートに
表された実際のデータからアドバイス又は結論を分離できる。さらに、ボックスの色は、
アドバイスが向けられている医療専門家の役割を示し得る。あるいは、異なるレポート又
はレポートのセクションは、異なる部門のために形式化され、その部門に関係のある統計
、グラフ、及びアドバイスを含んでいてもよい。
【０１７０】
　幾つかの実施形態では、サーバは要求決定部２０７をさらに含む。要求決定部は、クラ
イアント３からのレポートを求める要求を受け取り処理するように構成されている。
【０１７１】
　図４を参照して、クライアント３又はクライアント装置又はデバイスを示した。さらに
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また、図４に示したクライアントの、図３に示したサーバ１１及びデータベースとインタ
ーラクションする時の動作例を、図７に示す。
【０１７２】
　クライアント３は、幾つかの実施形態では、ユーザインターフェース３０５を含む。ユ
ーザインターフェース３０５は、入力用のキーボード、キーパッド、マウス、トラックボ
ール、タッチスクリーン、スイッチなど、オーディオ出力用のスピーカなど、ビジュアル
出力用のディスプレイ又はタッチスクリーンディスプレイなど、又はこれらの任意の組み
合わせなどの、任意の好適なユーザインターラクションデバイス又は装置を含み得る。
【０１７３】
　幾つかの実施形態では、ユーザインターフェース３０５は、クライアントのユーザ又は
オペレータに関するデータまたは情報を入力する、例えばクライアント識別子を入力する
ように、さらに構成され得る。クライアント識別子は、幾つかの実施形態では、（例えば
、ログオンプロセスの実行により、又は患者スキャンについて記録された情報の一部とし
てのユーザ識別子の入力により）マニュアル入力でき、又は任意の好適な他の手段又は方
法により実行してもよい。他の手段又は方法は、例えば、オペレータが、クライアント識
別子情報を含む無線周波数タグなどの好適なタグを担い、そのタグを超音波マシン３上の
又はそれに結合された好適なタグリーダに提示するなどである。
【０１７４】
　幾つかの実施形態では、ユーザインターフェース３０５は、クライアントの組織又はロ
ケーションに関する他のデータまたは情報を入力するようにさらに構成されていてもよい
。例えば、幾つかの実施形態では、クライアントは組織識別子を入力できる。クライアン
ト組織識別子の一例は、幾つかの実施形態では、病院、病院部門、委託ＧＰ（ｒｅｆｅｒ
ｒｉｎｇ　ＧＰ）、ＡＱＰ、又はその他の許可主体（ａｕｔｈｏｒｉｓｉｎｇ　ｂｏｄｙ
）であってもよい。クライアント組織識別子は、幾つかの実施形態では、マニュアル入力
でき、又は任意の好適な他の手段又は方法により実行してもよい。他の手段又は方法は、
例えば、クライアントが、クライアント組織情報を含む無線周波数タグなどの好適なタグ
を導入し、そのタグを超音波マシン３上の又はそれに結合された好適なタグリーダに提示
することなどである。同様に、クライアントのロケーション（または所望の分析又は報告
ロケーション）を入力できる。クライアントロケーション情報の一例は、幾つかの実施形
態では、病院ロケーション、病院部門ロケーション、ＡＱＰロケーション、又はその他の
動作ロケーション（ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ｌｏｃａｔｉｏｎ）であってもよい。クライア
ントロケーション情報は、幾つかの実施形態では、マニュアル入力してもよく、又は任意
の好適な他の手段又は方法により実行してもよい。例えば、クライアント装置３のロケー
ションを決定する任意の好適な手段は、例えば、衛星ポジショニングロケーション決定又
は無線周波数ビーコンポジショニングロケーション決定、ＩＰアドレス決定、又はＷｉＦ
ｉポジショニング決定である。
【０１７５】
　さらにまた、幾つかの実施形態では、クライアント又はユーザは、ユーザインターフェ
ースを用いて、少なくとも１つの超音波マシンに関するデータの報告を要求することがで
きる。しかし、言うまでもなく、幾つかの実施形態では、レポート要求の生成は自動的又
は半自動的であり、例えば、予約システムが利用できる超音波マシンの利用を最適化する
ことを試みることによりトリガーされ、又は一日、一週間、一ヶ月又は一年のうちのある
時にトリガーされる。
【０１７６】
　幾つかの実施形態では、レポート要求を生成するように構成された要求生成部３０３を
さらに含む。幾つかの実施形態では、要求生成部３０３は、例えば、要求されているのは
課金レポートか利用レポートかを示すレポートタイプ識別子を含む要求を生成するように
構成されている。レポートタイプ識別子は、幾つかの実施形態では、クライアントに関す
る情報に基づき、要求生成部３０３により決定され得る。例えば、要求者の役割又は動作
である。
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【０１７７】
　幾つかの実施形態では、要求生成部３０３は、例えば、どのモデル（利用又は課金モデ
ル）を適用すべきかを示す、利用／課金モデル識別子を含む要求を生成するように構成さ
れている。
【０１７８】
　幾つかの実施形態では、要求生成部３０３は、データログサブセット識別子を含む要求
を生成し、例えば特定の時刻や曜日についての利用レポートを生成し、その時間／日のワ
ークフローがより効率的に制御できるように構成されている。
【０１７９】
　幾つかの実施形態では、要求生成部３０３は、クライアント識別子を含む要求を生成し
、例えば、メトリックを生成する前に生成されたメトリックのフィルタリング又はデータ
のフィルタリングを可能にして、その識別情報にマッチしたクライアントに「応じて」、
又はそれに「属する」、又はそれにより「動作された」超音波マシンのみに反映するよう
に構成されている。
【０１８０】
　幾つかの実施形態では、要求生成部３０３は、クライアント組織識別子を含む要求を生
成し、例えば、メトリックを生成する前に生成されたメトリックのフィルタリング又はデ
ータのフィルタリングを可能にして、その組織又は関連組織に「応じて」、又はそれに「
属する」、又はそれにより「動作された」超音波マシンのみに反映するように構成されて
いる。
【０１８１】
　幾つかの実施形態では、要求生成部３０３は、クライアントロケーション識別子を含む
要求を生成し、例えば、メトリックを生成する前に生成されたメトリックのフィルタリン
グ又はデータのフィルタリングを可能にして、その領域に近い又は隣接した領域、又は特
定されたロケーション内にある超音波マシンのみに反映するように構成されている。
【０１８２】
　（利用／課金）レポート要求を生成する動作を、図７のステップ６０１に示した。
【０１８３】
　クライアント３は、幾つかの実施形態では、トランシーバ３０１をさらに含む。トラン
シーバ３０１は、任意の好適なトランスミッタ装置及びレシーバ装置を含み得る。トラン
シーバ３０１は、レポート要求を受信し、それをサーバ１１に任意の好適な手段により送
信するように構成されている。このように、幾つかの実施形態では、トランシーバは、好
適なアクセスポイントを介して、及びインターネットを介して、「クラウド」内にあるサ
ーバ１１に伝送されるように構成された（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１または同様なＷ
ｉＦｉまたはセルラトランシーバなどの）好適な無線トランシーバである。言うまでもな
く、幾つかの実施形態では、トランシーバは好適な有線トランシーバである。
【０１８４】
　要求をサーバ１１に送信する動作は、図７のステップ６０３により示されている。
【０１８５】
　サーバ１１及び幾つかの実施形態ではサーバトランシーバ２０１は、クライアント３又
はクライアント装置３から要求を受信する。
【０１８６】
　要求をクライアント３から受信する動作は、図７のステップ６０５により示されている
。
【０１８７】
　サーバトランシーバ２０１は、幾つかの実施形態では、要求を要求決定部２０７に送る
。要求決定部２０７は、要求を分析するように構成されている。要求の分析により、幾つ
かの実施形態では、要求決定部は、利用レコードを含むデータログを読み出す動作と、読
み出されたデータログの分析を制御し、少なくとも１つの好適なメトリック値を生成又は
決定し、関連するレポート生成部により要求されたレポートの生成をする。
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【０１８８】
　要求を分析する動作を、図７のステップ６０７に示した。
【０１８９】
　レコード分析部２０５は、要求分析に基づいてここで説明するように、データベースか
ら読み出すデータを決定し、さらに、データベースから読み出したデータに基づいて少な
くとも１つのメトリック値を決定する。幾つかの実施形態では、データの前処理が行われ
たとき、前処理されたメトリック値がデータベースから読み出しされ得る。
【０１９０】
　要求分析に基づくデータの読み出しを、図７のステップ６０９に示した。
【０１９１】
　要求分析に基づいて少なくとも１つのメトリックを生成するデータログの分析を、図７
のステップ６１１に示した。
【０１９２】
　レポート生成部、例えば利用レポート生成部２１１及び／又は課金レポート生成部２１
３は、幾つかの実施形態では、決定されたレポートモデルに適用されたとき、少なくとも
１つの決定されたメトリック値又は決定された複数のメトリック値の組み合わせに基づい
て、少なくとも１つのレポートを生成する。幾つかの実施形態では、レポートモデルは、
要求分析に基づいて決定されたものである（例えば、超音波マシンの利用レポートが予約
クライアントに対して生成される）。
【０１９３】
　少なくとも１つの決定されたメトリック値への利用／課金モデルの適用に基づきレポー
トを生成する動作を、図７のステップ６１３に示す。
【０１９４】
　レポートは、幾つかの実施形態では、サーバトランシーバ２０１に送られ得る。サーバ
トランシーバ２０１は、そのレポートをクライアントトランシーバ３０１に送信する。
【０１９５】
　レポートをサーバ１１からクライアント３に送信する動作は、図７のステップ６１５に
示した。
【０１９６】
　クライアントトランシーバ３０１は、幾つかの実施形態では、レポートを受信して、そ
のレポートを処理／表示する好適な手段に送る。
【０１９７】
　レポートをクライアント３において受信する動作は、図７のステップ６１７に示されて
いる。
【０１９８】
　言うまでもなく、上記の例では、超音波マシン１、サーバ１１、データベース１３、及
びクライアント３は物理的に別の又は離れたデバイスとして示したが、幾つかの実施形態
では、機能又は少なくとも機能の一部は、単一のデバイス内に実装し得る。例えば、幾つ
かの実施形態では、超音波マシン１は、利用及び／又は課金データを決定、格納、及び処
理するサーバ１１及びデータベース１３の機能の少なくとも一部を実装するように構成さ
れ得る。さらに、幾つかの実施形態では、利用及び／又は課金データは超音波マシン１の
ユーザに表示され得る、クライアント３の機能の少なくとも一部を実装するように構成さ
れてもよい。例えば、設計により（例えば、ファラデーケージ内で）又は実際に（例えば
、通信設備が貧弱な厚い壁の建物内の窓がない部屋内で）超音波マシン１が、通信キャパ
シティが乏しい環境で動作され、外部接続が利用できない場合がある。かかる環境では、
超音波マシン１、サーバ１１、及びクライアント３機能中に実装されたトランシーバ／ト
ランスミッタは、デバイスのモジュール又は機能間の内部通信をするとみなし得る。
【０１９９】
　もちろん、上記の実施形態は、本発明を例示するものであり、限定するものではなく、
当業者は、添付したクレームの範囲を逸脱することなく、別の実施形態を多数設計するこ
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とができる。クレームにおいて、括弧の間に入れた参照符号はクレームを限定するものと
解釈してはならない。「有する」という用語は、請求項に挙げられたもの以外の構成要素
やステップの存在を排除するものではない。構成要素に付された「１つの」、「一」とい
う用語は、その構成要素が複数あることを排除するものではない。実施形態は、複数の区
別できる要素を含むハードウェアにより実装してもよい。複数の手段を挙げる装置クレー
ムにおいて、これらの手段は、１つの同じハードウェアにより実施してもよい。相異なる
従属クレームに手段が記載されているからといって、その手段を組み合わせて有利に使用
することができないということではない。さらに、添付した特許請求の範囲において、「
Ａ、Ｂ、及びＣのうち少なくとも１つ」を含むリストは、（Ａ及び／又はＢ）及び／又は
Ｃと解釈しなければならない。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】

【図１０】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月22日(2016.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波マシンの動作に基づく少なくとも１つのデータレコードを含む少なくとも１つの
データログを、一組の超音波マシンの各々から受信するように構成されたトランシーバと
、
　前記一組の超音波マシンから受信したデータログを、前記データログをデータベースに
格納する前に処理するように構成されたレコード解析部と、
　前記データログを分析して、各超音波マシンに関連する少なくとも１つのメトリックを
決定するように構成されたレコード分析部と、
　前記メトリックの利用／課金モデルへの適用に基づいて、クライアントのレポートを生
成するように構成されたレポート生成部と
を含むサーバ。
【請求項２】
　前記レポート生成部は、前記メトリックの前記課金モデルへの適用に基づいて、クライ
アントの課金レポートを生成するように構成された課金レポート生成部を含む、請求項１
に記載のサーバ。
【請求項３】
　前記課金モデルはペイパーユース課金モデルである、請求項２に記載のサーバ。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのメトリックの課金モデルへの適用に基づいてクライアントの課金
レポートを生成するように構成された課金レポート生成部は、
　契約の長さにわたる固定料率、
　初期価格と、技術及び／又はパーツの経年劣化による超音波マシンの推定減価とに基づ
く料金、
　平均時間及びスキャン回数の組み合わせに基づく料金、
　患者のボリュームに基づく料金、
　超音波スキャンの国定返還率の料金割合、
　カスタマにチャージされるコストの割合、
　固定料率で毎月の前払い時間数に基づき、余分な時間に追加コストがかかる料金、
　処置で使われる消耗品のコストに基づく料金、
　氏名が記された超音波検査者に基づく料金、
　氏名が記された医師に基づく料金、
　時間料率に基づく料金、
　使用される各トランスデューサの料金、
　使用される超音波マシンの各プリセットの料金、
　超音波マシンがパワーオンされる時に基づく料金、
　超音波マシンが患者スタディに用いられることに基づく料金、
　超音波マシンの使用効率に基づく料金、
　超音波マシンにより実行される各スタディの数、タイプ、及び／又は長さに基づく料金
、
　スキャンが必要な部門のタイプに基づく料金、
　超音波マシンのロケーションに基づく料金、
　超音波マシンのインターネットアドレスに基づく料金、
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　時刻に基づく料金、及び
　曜日に基づく料金、
　のうち少なくとも１つに基づいて前記課金レポートを生成するように構成された、
請求項２に記載のサーバ。
【請求項５】
　クライアントからの少なくとも１つの要求を受信するように構成された要求決定部をさ
らに含み、前記要求は、
　レポートタイプ識別子、
　利用／課金モデル識別子、
　データログサブセット識別子、
　クライアント識別子、
　クライアント組織識別子、及び
　クライアントロケーション識別子、
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のサーバ。
【請求項６】
　前記要求は利用／課金モデル識別子を含み、前記レポート生成部は、さらに、前記少な
くとも１つのメトリックの、前記利用／課金モデル識別子に関連する利用／課金モデルへ
の適用に基づき、レポートを生成するように構成された、請求項５に記載のサーバ。
【請求項７】
　前記要求は、クライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケー
ション識別子のうちの少なくとも１つを含み、
　前記レポート生成部は、さらに、前記少なくとも１つのメトリックの、クライアント識
別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケーション識別子のうち少なくとも
１つに関連する利用／課金モデルへの適用に基づいて、レポートを生成するように構成さ
れている、
請求項５に記載のサーバ。
【請求項８】
　前記要求は、クライアント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケー
ション識別子のうちの少なくとも１つを含み、
　前記レコード分析部は、さらに、前記少なくとも１つのデータログを分析して、クライ
アント識別子、クライアント組織識別子、及びクライアントロケーション識別子のうち少
なくとも１つに関連する少なくとも１つのメトリックを決定するように構成された、
請求項３ないし７いずれか一項に記載のサーバ。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのメトリックをモニタするように構成されたモニタをさらに含み、
前記レポート生成部は、モニタされた前記少なくとも１つのメトリックに基づいて、クラ
イアントのレポートを生成するように構成された、
請求項３ないし８いずれか一項に記載のサーバ。
【請求項１０】
　前記レポート生成部は、さらに、ワークフロー命令を生成し、前記少なくとも１つの超
音波マシンに関連する利用又はワークフローを最適化することを試みる、
請求項１ないし９いずれか一項に記載のサーバ。
【請求項１１】
　サーバを提供する方法であって、
　超音波マシンの動作に基づく少なくとも１つのデータレコードを含む少なくとも１つの
データログを、一組の超音波マシンの各々から受信するステップと、
　前記一組の超音波マシンから受信した前記データログを処理するステップと、
　前記データログをデータベースに格納するステップと、
　前記データログを分析して、各超音波マシンに関連する少なくとも１つのメトリックを
決定するステップと、
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　前記メトリックの利用／課金モデルへの適用に基づいて、クライアントのレポートを生
成するステップと
を含む方法。
【請求項１２】
　レポートを生成するステップは、前記少なくとも１つのメトリックの前記課金モデルへ
の適用に基づき、クライアントの課金レポートを生成するステップを含む、請求項１１に
記載の方法。
【請求項１３】
　前記課金モデルはペイパーユース課金モデルである、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのメトリックをモニタするステップをさらに含み、クライアントの
レポートを生成するステップは、モニタされた前記少なくとも１つのメトリックに基づい
て、クライアントのレポートを生成するステップをさらに含む、請求項１１乃至１３いず
れか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのメトリックの利用／課金モデルへの適用に基づいてクライアント
のレポートを生成するステップは、さらに、ワークフロー命令を生成して、前記少なくと
も１つの超音波マシンに関連する利用又はワークフローを最適化することを試みるステッ
プを含む、請求項１１乃至１４いずれか一項に記載の方法。
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【国際調査報告】
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